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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　内部に不活性ガスと水銀と金属ハロゲン化物とを封入した楕円環状のガラス管と、前記

ガラス管を覆う環状の焼結コイルであって前記ガラス管内に磁界を発生させる励起部と、

を備え、前記励起部を楕円環の径方向両側に一対形成した放電管と、

　前記励起部に電力を供給する電源と、

　前記励起部から磁界を発生させて、前記荷電粒子を加速するように電流の周波数を変化

させる周波数制御部と、

　を備え、

　前記周波数を数キロヘルツから数ギガヘルツまで上げて、前記磁界の誘導電界によって

前記不活性ガスを励起して、前記放電管内で電離した荷電粒子を加速させて、前記荷電粒

子により励起した水銀原子から紫外線を発生させることを特徴とする放電管装置。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、特に内部に不活性ガス、水銀、金属ハロゲン化物などを封入したガラス管を

用いて紫外線を放射させる放電管および放電管装置に関する。

【背景技術】

【０００２】

　強い光化学反応力を有する紫外線を人工的に発生させて利用する紫外線照射技術がある
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。 紫 外 線 は 数 ｎ ｍ ～ 約 ４ ０ ０ ｎ ｍ ま で の 波 長 域 を 有 し 、 紫 外 線 照 射 技 術 に よ っ て 生 成 し た

紫 外 線 は 、 前 記 波 長 域 の 種 々 の 異 な る 波 長 ご と に 殺 菌 、 有 機 物 分 解 、 樹 脂 な ど の 表 面 改 質

、 塗 料 や イ ン ク の 硬 化 な ど に 工 業 上 幅 広 く 利 用 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の 紫 外 線 を 発 生 さ せ る 装 置 の 一 例 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 示 す よ う な 水 銀 放 電 管

が あ る 。 水 銀 放 電 管 は 石 英 な ど の 直 管 型 の ガ ラ ス 管 内 部 に 希 ガ ス 、 水 銀 を 封 入 し 、 ガ ラ ス

管 内 部 の 両 端 に 形 成 し た 一 対 の 電 極 に 交 流 電 圧 を か け る 。 そ う す る と 電 極 か ら 放 出 さ れ た

電 子 が 反 対 側 の 極 へ 向 か っ て 移 動 す る 途 中 で 水 銀 原 子 と 衝 突 し て 水 銀 原 子 が 発 光 す る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 水 銀 放 電 管 は 、 放 電 管 内 部 の 放 電 時 の 水 銀 蒸 気 圧 に よ っ て 低 圧 水 銀 放 電 管 と 高 圧 水 銀 放

電 管 が 主 に 用 い ら れ て い る 。 図 ４ は 低 圧 水 銀 放 電 管 の 波 長 の グ ラ フ で あ る 。 な お 同 グ ラ フ

の 横 軸 は 波 長 （ ｎ ｍ ） 、 縦 軸 は 発 光 強 度 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 図 示 の よ う に 低 圧 水 銀 放

電 管 を 用 い た 場 合 、 主 に １ ８ ５ ｎ ｍ 、 ２ ５ ４ ｎ ｍ の 発 光 ス ペ ク ト ル が ２ ． ６ ６ × １ ０
３

～

６ ． ６ ６ × １ ０
３

Ｐ ａ （ ２ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ Ｈ ｇ ） 程 度 の 内 部 圧 力 安 定 時 に 発 光 す る 。 こ の う

ち 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ は 殺 菌 線 と 呼 ば れ 強 い 殺 菌 効 果 を 示 し 空 気 清 浄 機 、 貯 水 槽 の 殺 菌 な ど に

利 用 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 一 方 、 高 圧 水 銀 放 電 管 は 放 電 管 内 部 の 水 銀 蒸 気 圧 が １ 気 圧 程 度 あ り 、 放 電 さ せ る と 水 銀

の 波 長 特 性 が 変 化 し て 、 例 え ば ２ ５ ４ ｎ ｍ の ほ か 、 ３ ６ ５ ｎ ｍ 、 ３ １ ３ ｎ ｍ な ど の 波 長 が

放 射 さ れ る 。 高 圧 水 銀 放 電 管 は 、 主 と し て 紫 外 線 硬 化 な ど の 光 化 学 反 応 に 広 く 利 用 さ れ て

い る 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ ７ １ ４ ７ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 従 来 の 水 銀 放 電 管 は ガ ラ ス 管 内 部 に 希 ガ ス 、 水 銀 を 封 入 し 密 閉 さ せ て い る

た め 、 放 電 管 の 内 部 圧 力 を 変 化 さ せ る こ と が で き な い 。 前 述 の よ う に 紫 外 線 照 射 技 術 に お

い て 、 紫 外 線 の 波 長 は 、 水 銀 の 蒸 気 圧 力 、 す な わ ち 放 電 管 の 内 部 圧 力 に よ っ て 変 化 す る 。

し た が っ て 用 途 に 応 じ て 異 な る 波 長 の 紫 外 線 を 照 射 さ せ る た め に は 、 紫 外 線 の 波 長 ご と に

内 部 圧 力 の 異 な る 放 電 管 を 用 い な け れ ば な ら な い と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 水 銀 放 電 管 は 放 電 管 内 部 に 一 対 の 電 極 を 形 成 し て い る 。 こ の た め 放 電 を 連 続 的 に 発

生 さ せ る と 放 電 管 内 部 の 発 熱 に よ っ て 電 極 が 劣 化 し て し ま う 。 こ の 放 電 管 内 部 の 電 極 は 、

荷 電 粒 子 の 衝 突 に よ っ て 金 属 が 疲 労 し 、 電 極 が 劣 化 し て し ま う 。 ま た 放 電 管 内 部 に 封 入 し

た 水 銀 蒸 気 が 電 極 に 付 着 す る こ と に よ っ て 電 極 が 劣 化 し て し ま う 。 こ の よ う な 電 極 の 劣 化

は 放 電 の 発 生 効 率 が 低 下 し て 、 放 電 管 の 短 寿 命 化 の 原 因 と な っ て い た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ こ で 上 記 従 来 技 術 の 問 題 を 改 善 す る た め 、 本 発 明 は 紫 外 線 の 発 光 ス ペ ク ト ル を 変 え ら

れ る こ と を 目 的 と し て い る 。

　 ま た 本 発 明 は 放 電 管 の 長 寿 命 化 を 図 る こ と を 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 発 明 者 ら は 水 銀 放 電 管 に つ い て 長 年 に わ た っ て 鋭 意 研 究 し 、 種 々 検 討 、 実 験 を 行 っ た と

こ ろ 、 放 電 管 を 楕 円 環 状 に 形 成 し て 水 銀 を 励 起 す る 周 波 数 を 変 え る と 、 放 電 管 内 の 圧 力 が

変 化 し 、 放 電 管 か ら 放 射 さ れ る 光 の 波 長 が 変 化 す る こ と を 見 出 し た 。 本 発 明 は こ の よ う な

知 見 に 基 づ い て 成 さ れ た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 す な わ ち 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 放 電 管 は 、 内 部 に 不 活 性 ガ ス と 水 銀 と 金

属 ハ ロ ゲ ン 化 物 と を 封 入 し た 楕 円 環 状 の ガ ラ ス 管 と 、 前 記 ガ ラ ス 管 を 覆 う 環 状 の 焼 結 コ イ

ル で あ っ て 前 記 ガ ラ ス 管 内 に 磁 界 を 発 生 さ せ る 励 起 部 と 、 を 備 え 、 前 記 磁 界 の 誘 導 電 界 に

10

20

30

40

50



(3) JP  4924868  B2  2012.4.25

よ っ て 前 記 不 活 性 ガ ス を 励 起 し て 、 前 記 放 電 管 内 で 電 離 し た 荷 電 粒 子 を 加 速 さ せ る こ と を

特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ の 場 合 に お い て 、 前 記 励 起 部 は 、 楕 円 環 の 径 方 向 両 側 に 設 け て あ る こ と を 特 徴 と し て

い る 。 ま た 前 記 励 起 部 は 、 前 記 楕 円 環 の 短 径 と 対 応 し た 位 置 に 設 け て あ る こ と を 特 徴 と し

て い る 。 前 記 ガ ラ ス 管 は 、 内 面 に 蛍 光 体 被 膜 を 形 成 し て あ る と よ い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 放 電 管 装 置 は 、 内 部 に 不 活 性 ガ ス と 水 銀 と 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 と を 封 入 し た 楕 円

環 状 の ガ ラ ス 管 と 、 前 記 ガ ラ ス 管 を 覆 う 環 状 の 焼 結 コ イ ル で あ っ て 前 記 ガ ラ ス 管 内 に 磁 界

を 発 生 さ せ る 励 起 部 と 、 を 備 え 、 前 記 励 起 部 を 楕 円 環 の 径 方 向 両 側 に 一 対 形 成 し た 放 電 管

と 、 前 記 励 起 部 に 電 力 を 供 給 す る 電 源 と 、 前 記 励 起 部 か ら 磁 界 を 発 生 さ せ て 、 前 記 荷 電 粒

子 を 加 速 す る よ う に 電 流 の 周 波 数 を 変 化 さ せ る 周 波 数 制 御 部 と 、 を 備 え 、 前 記 周 波 数 を 数

キ ロ ヘ ル ツ か ら 数 ギ ガ ヘ ル ツ ま で 上 げ て 、 前 記 磁 界 の 誘 導 電 界 に よ っ て 前 記 不 活 性 ガ ス を

励 起 し て 、 前 記 放 電 管 内 で 電 離 し た 荷 電 粒 子 を 加 速 さ せ て 、 前 記 荷 電 粒 子 に よ り 励 起 し た

水 銀 原 子 か ら 紫 外 線 を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 上 記 の ご と く な っ て い る 本 発 明 は 、 高 周 波 電 源 の 周 波 数 を 変 え る こ と に よ り 放 電 管 の 内

部 圧 力 を 変 化 さ せ て い る 。 こ の た め 輝 線 ス ペ ク ト ル か ら 輝 線 の 領 域 が 広 が っ た 広 範 囲 の 輝

線 、 す な わ ち 連 続 し た 帯 ス ペ ク ト ル へ 波 長 域 を シ フ ト さ せ る こ と が で き る 。 あ る い は 連 続

し た 帯 ス ペ ク ト ル か ら 輝 線 ス ペ ク ト ル へ シ フ ト さ せ る こ と が で き る 。 紫 外 線 を 広 範 囲 の 波

長 域 で 発 光 さ せ る こ と に よ っ て 、 必 要 な 紫 外 線 の 波 長 強 度 を 強 く し て 照 射 効 率 を 高 め る こ

と が で き る 。 ま た 周 波 数 を 変 え る こ と に よ り 、 紫 外 線 の 波 長 域 を 任 意 に 設 定 変 更 す る こ と

も 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 さ ら に 放 電 管 の 内 部 に 直 に 電 極 を 形 成 し て い な い た め 放 電 寿 命 を 決 定 す る 主 な 要 因 と な

っ て い る 電 極 劣 化 が 起 こ ら な い 。 こ の た め 放 射 す る 放 電 管 の 寿 命 は 、 硬 質 石 英 ガ ラ ス の 純

度 劣 化 の み に 依 存 す る た め 、 従 来 の 放 電 管 に 比 べ 、 寿 命 を 大 幅 に 延 ば す こ と が で き る 。 ま

た 放 電 中 に 電 極 の 金 属 疲 労 か ら 生 じ る 不 純 物 の 影 響 が な く 、 純 度 の 高 い ガ ス 中 に お い て 放

電 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 放 電 管 の 内 面 に は 蛍 光 体 被 膜 を 形 成 し て あ る 。 こ の た め 、 放 電 管 内 に お い て 発 生 し た 紫

外 線 は 蛍 光 体 被 膜 に よ り 可 視 光 に 変 換 さ れ て 外 部 に 放 出 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 放 電 管 装 置

の 紫 外 線 を 広 範 囲 の 波 長 域 で 発 光 さ せ る こ と に よ っ て 、 照 明 の 明 る さ を 任 意 に 設 定 変 更 で

き る 蛍 光 ラ ン プ と し て 用 い る こ と が で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の 放 電 管 お よ び 放 電 管 装 置 の 実 施 形 態 を 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 詳 細 に 説

明 す る 。 図 １ は 実 施 形 態 に 係 る 放 電 管 装 置 の 構 成 概 略 を 示 す 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 示 の よ う に 放 電 管 装 置 １ ０ は 放 電 管 １ １ を 備 え て い る 。 放 電 管 １ １ は 、 ガ ラ ス 管 １ ２

を 楕 円 環 状 に 形 成 し て い る 。 こ の ガ ラ ス 管 １ ２ に は 開 口 部 が な く 密 閉 さ れ て お り 、 断 面 は

円 あ る い は 楕 円 状 に 形 成 し て あ る 。 ま た 放 電 管 １ １ は 材 質 に 、 例 え ば 一 般 に 用 い ら れ て い

る 硬 質 石 英 ガ ラ ス を 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た ガ ラ ス 管 １ ２ の 内 壁 に は 、 蛍 光 体 の 被 膜

（ 図 示 せ ず ） を 形 成 し て あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ガ ラ ス 管 １ ２ の 内 部 に は 、 不 活 性 ガ ス と 水 銀 と 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 と を 封 入 し て い る 。 不

活 性 ガ ス は ア ル ゴ ン の ほ か 、 例 え ば キ セ ノ ン 、 ネ オ ン な ど の 希 ガ ス を 用 い 、 こ れ ら を 混 合

さ せ て い る 。 こ の 混 合 ガ ス は 、 一 例 と し て ア ル ゴ ン ： ネ オ ン を ７ ： ３ の 比 率 で 混 合 し 、 微

量 の キ セ ノ ン を 添 加 し た 混 合 ガ ス 、 例 え ば ア ル ゴ ン 及 び ネ オ ン の 混 合 物 に 対 し 、 ク リ プ ト
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ン （ Ｋ ｒ ） 及 び キ セ ノ ン （ Ｘ ｅ ） の 混 合 物 数 ％ か ら な る 混 合 比 と し て 用 い る こ と が で き る

。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 は 、 例 え ば セ シ ウ ム （ Ｃ ｓ ） 、 コ バ ル ト （ Ｃ ｏ ） な ど の 金 属 化 合 物 を

用 い 、 こ れ ら を ハ ロ ゲ ン 化 し て ガ ラ ス 管 内 部 で 蒸 気 し 易 い よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 前 記 ガ ラ ス 管 １ ２ は 励 起 部 と な る 一 対 の 外 部 電 極 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ を 保 持 し て い る 。 図 ２

は 外 部 電 極 の 説 明 図 で あ る 。 同 図 （ １ ） は 図 １ の 外 部 電 極 の Ａ － Ａ 断 面 を 示 す 図 で あ り 、

同 図 （ ２ ） は （ １ ） の Ｂ － Ｂ 断 面 を 示 し 外 部 電 極 の 効 果 を 表 す 模 式 図 で あ る 。 図 示 の よ う

に 一 対 の 外 部 電 極 １ ４ は 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 ニ ッ ケ ル 等 の 金 属 粉 を 混 合 焼 結 さ せ て 形 成 し た

環 状 の 焼 結 コ イ ル で あ っ て ガ ラ ス 管 １ ２ を 覆 う よ う に 構 成 し た も の で あ る 。 外 部 電 極 １ ４

は ガ ラ ス 管 １ ２ の 楕 円 環 の 径 方 向 両 側 に 設 け て あ る 。 外 部 電 極 １ ４ は 楕 円 環 の 短 径 と 対 応

し た 位 置 に 配 置 し て あ り 、 後 述 す る 電 源 に よ っ て 外 部 電 極 に 電 流 を 流 す と 図 ２ （ ２ ） に 示

す よ う に 、 ガ ラ ス 管 １ ２ を 中 心 に 左 右 の 外 部 電 極 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ が Ｎ 極 と Ｓ 極 を 形 成 す る

よ う に な り 、 ガ ラ ス 管 １ ２ 内 に 磁 界 を 発 生 さ せ 易 く し て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 本 発 明 の 放 電 管 装 置 １ ０ は 、 一 対 の 外 部 電 極 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ 間 を ケ ー ブ ル １ ５ ａ ，

１ ５ ｂ で 接 続 し 、 さ ら に 外 部 電 極 １ ４ ａ に は ケ ー ブ ル １ ５ ｃ を 介 し て 周 波 数 変 換 部 １ ６ が

接 続 し て あ る 。 周 波 数 変 換 部 １ ６ は 例 え ば イ ン バ ー タ な ど を 用 い 、 交 流 電 源 ２ ２ か ら の 交

流 電 流 を 任 意 の 周 波 数 に 変 換 し て 出 力 で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 周 波 数 変 換 部 １ ６ に は 周 波 数 制 御 部 ２ ０ が 接 続 し て あ り 、 周 波 数 制 御 部 ２ ０ に よ っ

て 出 力 周 波 数 が 制 御 さ れ る 。 す な わ ち 周 波 数 制 御 部 ２ ０ は 、 所 望 の 周 波 数 （ 数 キ ロ ヘ ル ツ

か ら 数 ギ ガ ヘ ル ツ ） が 設 定 さ れ 、 周 波 数 変 換 部 １ ６ を 制 御 し て 設 定 さ れ た 周 波 数 の 電 流 を

出 力 さ せ 、 外 部 電 極 １ ４ に 供 給 で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 上 記 構 成 に よ る 放 電 管 装 置 １ ０ は 以 下 の よ う に 作 用 す る 。

　 不 活 性 ガ ス と し て 、 例 え ば ア ル ゴ ン ： ネ オ ン を ７ ： ３ の 比 率 で 混 合 し 、 さ ら に 微 量 の キ

セ ノ ン を 添 加 し た 、 ア ル ゴ ン 及 び ネ オ ン の 混 合 物 に 対 し 、 ク リ プ ト ン （ Ｋ ｒ ） 及 び キ セ ノ

ン （ Ｘ ｅ ） の 混 合 物 数 ％ か ら な る 混 合 比 の 混 合 ガ ス 、 と 、 水 銀 と 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 を 楕 円

環 状 の ガ ラ ス 管 １ ２ に 封 入 す る 。 ガ ラ ス 管 １ ２ に 一 対 の 外 部 電 極 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ を 楕 円 環

の 径 方 向 両 側 に 対 向 す る よ う に 配 置 す る 。 一 対 の 外 部 電 極 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ は ケ ー ブ ル １ ５

ａ ， １ ５ ｂ で 接 続 し 、 さ ら に 外 部 電 極 １ ４ ａ に は 周 波 数 変 換 部 １ ６ が 接 続 し て い る 。 そ し

て 周 波 数 制 御 部 ２ ０ に よ っ て 外 部 電 極 １ ４ に 数 キ ロ ヘ ル ツ の 電 流 を 供 給 す る と 外 部 電 極 １

４ に 磁 界 が 発 生 す る と と も に 、 放 電 管 １ １ 内 部 に 封 入 し た ガ ス が 磁 界 に よ り 生 ず る 誘 導 電

界 に よ っ て 励 起 さ れ 、 電 離 し て 初 期 放 電 が 発 生 す る 。 こ の と き 放 電 管 １ １ 内 部 の 圧 力 は お

よ そ ３ ． ３ × １ ０
４

Ｐ ａ （ ２ ５ ０ Ｔ ｏ ｒ ｒ ） と な る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 電 離 し た 荷 電 粒 子 （ イ オ ン ） は 、 外 部 電 極 １ ４ の 発 生 し た 磁 界 に よ っ て 、 図 １ に 示 す よ

う に 外 部 電 極 １ ４ ａ の 一 側 に お い て 外 部 電 極 １ ４ ａ に 引 き 寄 せ ら れ る 力 を 受 け 、 外 部 電 極

１ ４ ａ を 通 過 す る と 、 外 部 電 極 １ ４ ａ の 他 側 よ り 遠 ざ け ら れ る 力 を 受 け て 加 速 さ れ る 。 そ

し て ガ ラ ス 管 １ ２ の 反 対 側 に 配 置 し た 外 部 電 極 １ ４ ｂ の 一 側 に お い て 外 部 電 極 １ ４ ｂ に 引

き 寄 せ ら れ る 力 を 受 け 、 外 部 電 極 １ ４ ｂ を 通 過 す る と 、 外 部 電 極 １ ４ ｂ の 他 側 か ら 遠 ざ け

ら れ る 力 を 受 け て 加 速 さ れ る 。 こ の よ う に 荷 電 粒 子 １ ８ は 楕 円 環 状 の 放 電 管 内 部 に 沿 っ て

図 １ の 矢 印 に 示 す よ う に 加 速 さ れ 、 楕 円 環 状 の ガ ラ ス 管 １ ２ 内 部 を 繰 り 返 し 周 回 す る 。 加

速 さ れ た イ オ ン が 水 銀 原 子 に 衝 突 し て 、 水 銀 原 子 が 励 起 さ れ 紫 外 線 を 発 生 さ せ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 荷 電 粒 子 の 速 度 は 、 外 部 電 極 １ ４ の 供 給 す る 電 流 の 周 波 数 を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 任

意 に 変 え る こ と が で き る 。 本 発 明 者 は 外 部 電 極 １ ４ に 供 給 す る 電 流 の 周 波 数 を 大 き く す る

と 、 荷 電 粒 子 １ ８ が 加 速 さ れ る と と も に 、 放 電 管 内 の 圧 力 も 上 昇 し て 、 水 銀 の 主 な 発 光 ス
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ペ ク ト ル が シ フ ト す る と い う 知 見 を 得 た 。 す な わ ち 粒 子 の サ イ ク ロ ト ン 加 速 数 は 電 流 の 周

波 数 に 依 存 し 、 例 え ば 周 波 数 を キ ロ ヘ ル ツ か ら メ ガ ヘ ル ツ に 変 化 さ せ る と 、 放 電 管 内 部 の

水 銀 蒸 気 圧 が 低 圧 か ら 高 圧 に 変 化 し て 発 光 す る 波 長 は 長 波 長 側 で あ っ て 広 範 囲 に シ フ ト さ

せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 次 に 本 発 明 の 放 電 管 装 置 の 一 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は 放 電 管 １ １ の 発 光 ス ペ ク

ト ル の グ ラ フ で あ る 。 同 グ ラ フ の 横 軸 は 波 長 （ ｎ ｍ ） 、 縦 軸 は ス ペ ク ト ル の 発 光 強 度 を そ

れ ぞ れ 示 し て い る 。 な お 実 施 形 態 に 係 る 放 電 管 １ １ は 楕 円 環 の 長 径 約 ３ ５ ０ ｍ ｍ 、 短 径 約

１ ５ ０ ｍ ｍ で あ る 。 供 給 し た 電 流 の 周 波 数 は 数 Ｇ Ｈ ｚ の と き の 発 光 ス ペ ク ト ル を 示 す 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 示 の よ う に 発 生 す る 紫 外 線 の 波 長 は 、 ４ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 紫 外 線 領 域 に お い て 、 主 に ３

７ ０ ｎ ｍ 、 ３ ９ ２ ｎ ｍ の ス ペ ク ト ル が 発 生 し て い る の が 確 認 で き る 。 ま た ４ ０ ０ ｎ ｍ 以 上

の 可 視 光 域 に お い て も 、 主 に ４ ２ ５ ｎ ｍ 、 ４ ８ ０ ｎ ｍ の ス ペ ク ト ル が 発 生 し て い る 。 こ の

よ う に 実 施 形 態 の 水 銀 放 電 管 １ １ は 、 外 部 電 極 １ ４ に 供 給 す る 電 流 の 周 波 数 を 数 Ｇ Ｈ ｚ に

す る と 、 発 光 ス ペ ク ト ル が 主 に 波 長 ３ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 連 続 ス ペ ク ト ル と な る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 な お 不 要 な 領 域 の 波 長 、 例 え ば 約 ４ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 可 視 光 は カ ッ ト フ ィ ル タ ー を 用 い て

吸 収 す る こ と に よ り 、 必 要 な 波 長 の 紫 外 線 の み を 取 り 出 す よ う に す る と よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た ガ ラ ス 管 の 内 壁 に 蛍 光 体 の 被 膜 を 形 成 し て あ る 場 合 、 放 電 管 内 に お い て 発 生 し た 紫

外 線 が 内 壁 の 蛍 光 体 の 被 膜 に 照 射 す る と 、 可 視 光 に 変 換 さ れ 外 部 に 放 出 さ れ る 。 ガ ラ ス 管

内 に お い て 発 生 す る 紫 外 線 は 、 周 波 数 の 制 御 に よ っ て 波 長 域 を 任 意 に 設 定 で き る 。 こ の た

め 、 外 部 に 放 出 さ れ る 可 視 光 の 照 射 量 を 用 途 に 応 じ て 変 え る こ と が で き る 蛍 光 ラ ン プ と し

て 利 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 こ の よ う な 放 電 管 装 置 は 、 外 部 電 極 に 供 給 す る 電 流 の 周 波 数 を 変 え て 荷 電 粒 子 の 加 速 度

を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 一 つ の 放 電 管 で 内 部 圧 力 を 変 え る こ と が で き 、 水 銀 特 有 の 発 光

す る 波 長 を 輝 線 ス ペ ク ト ル （ 線 ス ペ ク ト ル ） ま た は 広 範 囲 の 幅 を 持 っ た 帯 ス ペ ク ト ル と す

る こ と が で き る 。 ま た 線 ス ペ ク ト ル か ら 連 続 ス ペ ク ト ル に 変 換 で き る と と も に 、 連 続 ス ペ

ク ト ル か ら 線 ス ペ ク ト ル に 変 換 す る こ と も で き る 。 広 範 囲 の 幅 を 持 っ た ス ペ ク ト ル を 用 い

た 場 合 、 紫 外 線 の 照 射 効 率 を 高 め た り 、 発 熱 量 を 多 く し た り す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 放 電 管 の 内 部 に 電 極 を 直 に 形 成 し て い な い 、 す な わ ち ガ ラ ス 管 と 電 極 と を そ れ ぞ れ

独 立 さ せ た 構 成 と し て い る た め 、 放 電 寿 命 を 決 定 す る 主 要 因 子 と な る 電 極 由 来 の 劣 化 が 発

生 し な い 。 こ の た め 放 電 管 を 構 成 す る 硬 質 石 英 ガ ラ ス の 純 度 劣 化 、 す な わ ち 透 過 率 劣 化 の

み 依 存 す る 。 水 銀 放 電 管 は こ の 場 合 例 え ば 約 １ ０ 万 時 間 以 上 の 連 続 使 用 が 可 能 と な り 、 従

来 の 電 極 劣 化 に 比 べ 発 光 の 長 寿 命 化 を 図 る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る 放 電 管 装 置 の 構 成 概 略 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 外 部 電 極 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 実 施 形 態 に 係 る 放 電 管 装 置 の 波 長 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ４ 】 従 来 の 低 圧 水 銀 ラ ン プ の 波 長 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

１ ０ … … … 放 電 管 装 置 、 １ １ … … … 放 電 管 、 １ ２ … … … ガ ラ ス 管 、 １ ４ … … … 外 部 電 極 、

１ ５ … … … ケ ー ブ ル 、 １ ６ … … … 周 波 数 変 換 部 、 １ ８ … … … 荷 電 粒 子 （ イ オ ン ） 、 ２ ０ …

… … 周 波 数 制 御 部 、 ２ ２ … … … 交 流 電 源 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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